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〔特集〕 みかん栽培の装置化 その 1

ミカンの栽培と

経営の合理化

和歌山県果樹園芸試験場

宇 田拡

未来のカギは省力

ミカン10a当りの生産費は，乙の10年余

りの聞に約 3倍の高騰となったが，そのう

ち肥料費，農薬費，労力費の 3大要素の占

める割合が，端的にその時代相を反映して

し、ることカfわかる O

つまり昭和30年ごろ，肥料費と労力費が

ほぼ均り合いを保っていたものが， 10年後

の今日では，労力費が圧倒的な比重をもつ

に至ったわけであるO

一方，投下労働時間で、みると，この10年

余の聞に約2割にあたる 63時間短縮され

たが，結果的には作業労働時間が減少しつ

つも，労働賃金の高騰によって全体の生産

費が大幅に増大し，ますます果樹経営を圧

迫する方向にあるといえよう。

しかも，これまで、の投下労働時間節減の

なかには，機械力による省力化も合まれて

はいるものの，その中には多分に省|略化や

簡略化が含まれていることも事実で，むし

ろこれ以上の省略化は危険限界にまでき

ている。

したがって，今後近代的な果樹経営を推

し進めるためにも，相当 J思いきった， しか

も抜本的な省力化の新兵器が用意されない

限り一過去の惰性のままではーとうていこ

の難問は解決されまいし，そこには明るい

未来も約束されないであろう。

宿命にいどむスプリンクラー営農

「転機に立つミカン産業」とまでいわれ

るように，今日ほど果実界にとって前途多

難を思わせるときはなし ¥0 自由化促進によ

る外国産果実との対決，巨大生産がもたら

す産地問競争の激化や人手不足の深刻化と

生産コストの上昇，価格低迷と流通経費の

業 と 、、，乎や
A且.

寸 昭和47年 6月1日

増大等々，そのいずれもが先行き不安につながる

ものばかりといわねばなるまL、。

しかし，これらの難問や不安も，っきつめてい

くと，そのほとんどの多くは「急傾斜地であり，

園地の小規模分散という，宿命的な生産基盤から

くる体質の弱さ」に起因していることがわかるO

ミカンの主力産地は急傾斜地に展開するが，こ

第 1図 ミカン生産費はどう変ったか(和歌山県農林統計〉

(1) 3大要素の変化

第1次生産費40，823円 第 1 次生産~}(59 ， 266円 第 1次生産政72，542円

(2) 投下労働時間の変化

昭和31年→昭和41年→昭和51il'-目探

348.5111)開1 28611寺問 167.811寺!ill

第1次生産費118，294jIJ

第 2図 スプリンクラー施設を軸とした傾斜地

ミカン専作経営の省力目標(10a当り〉

92.4 
34.3 

10，751 

50 収磁調挫 収機;品i.j強

』白)j巴(2.8)

|切l徐(1.0)

11'(1~;~型(0.3)

摘*(4.2)

[~I[ J也管J]g
かん水(15目4)
jm i也{般
その他

収機山手町子1I!，

(82.1) 
(77.9) 

(62.9) 

現状 (45年) 近代(I(J経営1tit~{
(和歌山県)

スプリンクラ -1~tJ:~
の日日l試Jj:
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第 3図 中間圧30番タイプスプリンクラーの散布特性れらの多くは，先祖の代に豊富な労力と時

間を費やし，品質のすぐれた果実を生産す

る価値ある資産として，あの時代に精一杯

に生きてきた農民の知恵で、あったとみてよ

L、。

しかし，今日のように激動する果実界に

あっては，伝統ある傾斜地ミカンも，現実

の後継者にとってみれば，労働事情や生産

コス十面でも，むしろ厄介な重荷となりか

ねないのである。

この際は視野を広くし，原点に立ち戻っ

て，大いなる発想、の転換を試みない限り，

明るい未来を期待することは困難とみられ

るが，その決定的ともいうべき唯一の方途

は，急傾斜地の農道整備で、あり，豊富な水

資源の活用-管理作業を水のエネルギーに

置きかえるーによるスプリンクラー営農の

展開による，超省力体系の確立以外にない

と判断されるO

最近，農業の装置化・システム化が論議

を呼び，とくに労力不足下で、のスプリンク

ラ一利用が，にわかに脚光を浴び各方面か

ら注目されるようになってき t::.o

スプリンクラー営農の展開予測

傾斜地ミカンに対するスプリンクラー営農のシ

ステム化は，まだやっと緒についたばかりで，今

後検討・を要する問題が多いが，激動する果実界の

未来を考え，課題提供の意味からも，あえてその

可能性を述べてみたし、。

日本のような狭い国土で，規模の小さい農業，

しかも気候の変化を利用した多彩な営農類型のな

かに， ソ連やアメリカのように広大な土地で，企

業的にいとなまれる大型機械化農業を，そのまま

導入することは無理がある。

スプリンクラー営農は，労働の質的軽減や農薬

等による危害防止も含めて，複雑な生産基盤の上

で，器用にあやつる日本人らしい特技を生かし

た，農業の新らしいタイプとして育てられないも

のだろうか。

つまり ，I水」をただ濯水するという単一目標に

しばらずに，スプリンクラーと¥¥う散液機能を軸

としたパイプラインによって，多面的な営農展開

をはかるO しかも，そこに高度の技術革新をとげ

ヰ軒
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ノズル仰角 270 ノズル径(主 4.8mm副2.4mm)，ライザー 2m

Pr 3.0kg/cm2，落下角度および水滴粒径は地上 1mで測定

供試樹普通温州、113年生，樹高平均 2m

た電気や利水工学などの知能を導入して，一貫し

た営農体系を確立し，農業の宿命的な後進性から

目見出をはかろうというわけである。ともあれ， ス

プリンクラーによる多面的な営農展開を考えると

き，大別して 2つの類型に分けられよう。

それは，①散液を平面的に均一散布を主限とす

<目次>

【特集】みかん栽培の装置化

= その 1. ミカン栽培と経営の合理化…一"一…… (2)

和歌山県果樹園芸試験場長宇田 拡

その 2. 多目的水利用施設と
その適正規模....一…・一……… (5)

農林省農業土木試験場水利部 久保七郎

その 3. スプリンクラーによる

病害虫の防除効果……………… (8)

静岡県柑橘試験場研究主幹西野 操

その 4. スプリンクラー施肥の問題点・・・・・・・・・・・・ (11)

静岡県柑橘試験場長 中間和光

鹿島砂正すいかの平均糖度

110
は太鼓判
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昭和47年 6月1日

る液肥，かん水，除草剤等の利用分野に対して，

①防除をはじめとして今後開発研究が期待される

摘果剤，収穫剤，防腐剤等の植物調整剤は，すべ

て立体的な樹冠に対-して葉町への散液付着に主眼

がおかれるものである。

したがって地面への平面的散液と，樹冠への立

体的散液付着の両者の要素が，スプリンクラーの

基本的散布特性から見て互に無理な要素となって

またスプリンクラーによる

施肥も，液肥の200"-'300倍の

散布後， 20分程度の水洗¥¥で

実用化の域にあるが，液肥に

よる周年にわたる標準施肥量

の設定をはじめ，スプリンク

ラ一利用による積極的な地力

増進，土壌改良の方策等につ

いても，今後の研究に期待す

るところで、あろう。

かん水についても，施肥と

の関連のなかで，果実の品

質，最適水量，時期など具体

的に解明すべき問題も多い

が，こうした樹体管理につい

ては，果樹の栄養診断との対

比検討の中から，より合理性

を追究したいのである O

その他，除草剤，摘果剤，

樹脂病・H ・H ・.....・H ・-…・ 1 x 
紋羽病・H ・H ・-…....・H ・..1 x 
貯蔵病...・ H ・....・ H ・..…'1 0 

ヤノネカイガラムシ・・・ I 0 

サンホーゼカイガラムシ l ム

収穫剤等々，今後の展開を期待してよいが，これ

らは基礎研究の進度を見きわめながら，順次スプ

リンクラー営農の隊列に加えることになろう。

さらに，スプリンクラー営農をより効率的に展

開するためにもミカンの植栽方式，樹形・防風・

樹種の検討等々，栽培体系化への追跡を続けて行

トップジン、べンレート
ジメトエート、アミホス、 PAP、
スプラサイド、 etc

PAP、スプラサイド、 etc

o 1向上

o 1⑭ 
o 1生態、農薬の作用機作により判定

対象凶の範囲に問題が残る。
x I生態により判定。
X If 

o i⑮ 

o I⑩⑮⑪他

。I⑮激発問でやや劣る別Jがある
が防|徐を続けることによって可能
であり、普通発生|占|では可能。
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く必要があるO

むすび

今日のミカン産業は，一段と強まる内外のはげ
くる。しかし，今後の営農民聞を予測する場合，

しい競争を前に一大決断をせまられ，当事者お互

むしろ前者の要素を若干犠牲にしてでも， r樹冠 が，正念場に立たされている訳であるO この|擦

に対する散液付着uに重点を注ぐ施設設計をn制定 は，独善的な保守意識から速かに脱出し，心機ー

とすべきものと考えられるo 1伝，頭を切り替え，英知をあつめて勇気ある行動

またスプリンクラーによる散液は，慣行の営農 に移らねばなるまL、。歴史が物語るように， r環
方式と異り，園地の周辺部や隣接の農道や住宅， 境の変化に適応し得ない生物は亡びる」という鉄

高舎，水源など， J.広範囲に飛散する場合もおこり 則からすれば，もしミカン産業が新しい時代の変

得るので，危害防止や水質汚濁等の公害対策をも 化に対応し得なかった場合には，決してその例外

併わせ考慮の要がある O ともあれスプリンクラー ではなく，容赦なく淘沙されてしまうであろう。

による病害虫防除は， 既に実 |スプリン1 1スプリング|
用化の段階をむかえ，慣行防 病害虫名 I~ね|適 す る 農 薬 |;21Z| 備考(試験結果その他)

除法に遜色のない成果をあげ 棚 I 0 I~ ンむ、マンネプ、ジネプ、叶 o I⑮⑩@⑮(亙)団

ている事例もあるo 特にスプ そうか病 o 1;似品ネブ、行ン、川 。1@) (MD 
リンクラー防除では，蜘ブ 川う病 I 0 Iストマイ I 0 ICMD 
ロックごとに 5"-'8分間の散 そばかす症・ ..1 0 Iマンゼプ、マンネブ、ダイホルタン I0 I生態、農薬の作用機内1により判定

I (早期)
布であり，画期的な省力とな きぴ果 I 0 Iジネブ、デラン、ダイホルタン
るほか，天候不順に悩まされ I (早期1)

褐色腐敗病・H ・H ・-…… I0 Iケミクロン(iili.i悦用水殺前)
る6"-'7月の適期防除に偉力 I V I ダイホルタン(発病I~I)

を発揮することができる O

ミカンサビダニ・

カメノコカイガラムシ
カタカイガラムシ…

、イセリアカイガラムシ
ネカイガラムシ……...
訪花害!U...…・........ 

アブラムシ・・・

⑮ 検討を要する。

⑮ 
⑮他多くの成績あり。薬剤によ
り効果劣るので、薬剤の選択に留
意する。( )はやや劣るもの。

o I⑩黒点病と剛削除で被害なし
o I生態、農薬の作用機作により判定
o I同上
o I⑮ 
X I生態、農薬の作Jlj機作により判定
o I生態、農薬の作!日機作により判定

o I@ 
生態、農薬の作用機作により判定
幼木期での散布量の検討を要す。
生態により判定
⑩ 

)蛾によりいl

X-ム。
× 

0 

O-? 
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〔特集〕 みかん栽培の装置化 その2

多目的水利用施設と

その適性規模

農林省農業土木試験場水利部

久保七郎

まえがき

畑地かんがいの施設を，単なるかんがいの手段

としての利用にとどまらず，水を媒体とした多目

的利用 防除，施肥，除草，摘果剤の散布など

の管理作業から，凍霜害，塩害，風食等の災害防

止にいたるまで， I幅広く，そして，かんがいとい

う単一目的では考えられなかった，季節的な広が

りをもって利用しようとする技術が実用化の段階

を迎えたO このような，施設の使用頻度は格段に

高まり，投資効率は向上するが，その操作労力が

かなりの負担となるため，組織全体を自動化する

ことが必要となってくるO

こうして， Iかんがい」から出発した畑地にお

ける水利用技術は，多目的利用と自動化による省

力化営農技術として体系化が進み，いわゆる装置

化農業時代の要請に合致した生産システムの一環

として，大きく発展しようとしている。

もちろん，とり上げられ始めてから日が浅く，

施設計画や装置・機器に改良すべき点が残されて

おり，実施地区の追跡調査でも問題点が少なくな

¥ ¥。ここでは現時点での施設設計の概要を述べ，

将来の方向を探ってみることとしたし、。

1. 施設の現況と問題点

多目的利用施設の実施地区の対象作物はみかん

が圧倒的に多く，次いでりんご，茶，桑，ぶど

う，柿，梨，そさいなどとなっている O

みかん園の 9割近くは傾斜地に立地し，生産上

の悪条件を克服して省力化を実現するため，スプ

リンクラ一利用による装置化を中心とした，新し

し、栽培技術体系確立の意識浸透が認められて興味

深い。

1地区の対象面積は 10ha '"" 30 haの場合が多

く， 50 ha以上の規模で完全な集中制御方式をと

っている例はきわめて少なし 10

これは従来の畑地かんがい計画の規模とほぼ一

致し，当初計画を設計変更して多目的利用lこ切り

-
Y
)
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替えたというような，過渡的な事情が想像される

が，今後の計画では，利用目的の重点のおき方に

よって施設の配置計画も異なり，対象面積のブロ

ック割りも当然変ってくるものと考えられるO

一般に次のような方法が採用されているO

(1 )加圧方法

① 自然流下方式…水源が地区の高位部にあ

り，落差によってスプリンクラーのノズル圧を確

保できる場合に採用され，動力が不要となり運転

経費は少なくてすむが，このような好条件に恵ま

れるケースは少なく，高度による圧力の調整に苦

労することが多し、。(神奈川県根府川地区など〉

① 配水槽方式…対象圃場附近の高地に設けた

配水槽に，高揚程ポンプで揚水貯溜し，地区内に

配置されたパイプラインを通じ自然流下により送

水加圧する方式で，対象地区の高低差が著しく大

きし、場合には 2'""数段揚水の方法がとられるO

(図-1)

図-1 ~2水槽方式による送水系統

給水

(1) 1段揚水

給水
(尚位昔11)

給水
(低位部)

(2) 2段揚水
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水槽の上下限水位を設定する水位計をおき，そ

の水位によって揚水ポンプの ON-OF F操作が

行われる。傾斜地のみかん園， りんご園などで最

も一般的に採用されてし情。

① 圧力タンク方式…ポンプの吐出し側に空気

を封入した圧力タンクを接続し，水の使用に伴う

空気圧の変動を圧力スイッチが検出してポンプの

o N-O F F を行う。

平坦地において， 口径 100mm，吐出し水量

1 m3jmin程度のポンプを月弘、て自動運転を行う

場合に，比較的有利な方法といえるo (図ーの

図-2 圧力タンク方式

、一一一J
r-ーー、
流量計

給水

④ ポンプ直送方式…ポンプの吐出し側に流量

計および圧力計を設けて，流量または圧力を検出

し，制御条件に応じてポンプを動作させるもの

で，大規模な平地送水に採用されるO

図-3 ポンプ直送方式

Pト令dー注豆

-¥午流量官i

給水

(2) 薬剤等の混入と回収

多目的利用施設においては，薬剤，液肥などを

簡便・適正に混入し，またこれを安全かつ経済的

に回収できることがきわめて重要な課題である O

小規模なものでは，薬液槽で規定濃度に調合し

た薬液をポンプ(または自然流下〉によって地区内

に送り出す方式がとられ，複数の薬液槽を交互に

用いれば連続施用も可能である O

真水の送水管に，規定散布濃度の数倍ないし数

十倍の濃厚な一次稀釈液を注入し，管内で混合さ

せる方法は最も一般的であり，小規模のものから

100 ha以上のものまで広く採用されている。

混入場所は， ポンプ場(または水源〉で送水幹線

に注入する場合と，別系統の薬液管で送り，散水

ラインの始点で注入する場合などがあり，各種の

製品が販売されていて，その特性も多様であるO

残溜薬液の回収・処理方法としては，①数日寺間

後に真水で圧送して散布する，②末端の低位部の

水槽に回収する，①ループ状に結んだパイプライ

ンを通じて元の薬液槽に戻す方法があるが，将来

の本格的な多目的利用方面設としては，パイプライ

ン組織の配置と組み合わせ，薬剤を無駄なく散布

できる制御システムの開発が必要であろう。

(3) 薬液の散布

畑地かんがし 1から発展した関係もあって，散水

用のスプリンクラーによるのが普通であり， I坊除

効果を向上させるための適正配置，散布u寺聞を一

定化するための配管方法など，なお残された研究

課題も少なくないが，基本的な方向ずけはほぼで

き上ったと考えてよいようである。

(4) 制御方法

散水ラインの始点に電磁弁を設け，制御室から

の遠隔操作によって開閉する方法が普通で，多く

のメー力ーが装置を製品化しているが，その実質

的内容は大同小異で，予め設定されたプログラム

に従って ON-OF Fの動作指令を発するにすぎ

ない。

今後はより高度な制御内容，たとえば圃場の水

分変動を検出して任意の散水順位を選択し，或は

薬剤のロスを最も少なくするような散布順位と散

布時間の組み合せなど，その場合の条件に応じ的

確に判断する機能まで備えたものが望まれるO

送水パイプの破裂による薬液の大量流出や，風

速の増大による散布液の散逸などの事i肢を防止す

るための検出機構は，現在でも必須条件であるO

ただし，農業の生産構造に合致した低コスト，

操作の簡便さが要求される O 工業生産施設におけ

る制御装置とは根本的に違う難問の一つであるO

2. 多目的水利用施設の設計方針

(1 ) 施設の組織容量

Q=m72-E 

ここに， Q:必要流量 (ejmin)， A:対象面積

(ha)， H: 1日の散布時間 (hr)，E:散布水深 (mm)
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これらの諸元の決定にあたり， Aは1日で散布

を終りたい面積であるが， 1日の散布時間 (H)

は，防除の場合，散布に支障のない微風の時間と

して，一般に 5時間程度以内に制限されるのでは

ないかと思われる。散布水深(E)は0.7，.....，1.Omm 

(700"""'1，000 t /10a)程度であるO

かんがいの場合は 1日24時間とれるから，こう

して防除を対象として計画した施設でも，結果と

して約 5mmj日のかんがいが可能となる。

(2) 散布ブロック

散布ブロックの大きさは，使用スプリンクラー

の器種の組織容量によって決り，理論的には次式

で求められる。

B=  Q. a 
q 

ここに， B:散布ブロックの面積 (mり， Q:組織容量

Ct/min)， q:使用スプリンクラーの流量 (t/min)， 

a:1個のスプリンクラーの支配面積 (mり

散布ブロックを大きくとると，組織容量も大き

くなって設備費が増大するが，一方， 自動化のた

めの装置費を低減できるO したがって，これらの

条件を勘案した多面的な検討が必要であるO

(3) 散布装置とその配置

スプリンクラーは， 30番または70番タイプで低

角度のものがよく，ライザー高さをほぼ樹高と一

致させ，かっ散布円が十分にオーバーラップする

ことが必要であるu 設計上の一般的な留意点を上

げると次のとおりであるO

① スプリンクラーによる散布の作動時間を一

定に近くするため，散水ラインの長さはできるだ

け短く，また末端に向ってゆるい下り勾配とする

のが望ましし ¥0

上り勾配で、延長が 100m以上の場合，末端スプ

リンクラーの作動が6分以上も遅れる例があり，

致命的な問題といえるo (図-4)

図-4 散水ラインの起伏のパターン

(イ)上りコウ西日の場合ー (ロ)一部に高位古11がある場子ト

1R (末端の遮れがでい 1 判明:ilが著しし、 v 
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② 各プロックのスプリンクラーの数が等しく

なるように計画すると，混入装置が簡単になる O

そうでないときは，流量に応じて注入薬液量を自

動的に調節できる装置が必要であるO

① 散布プロックごと，および散水ラインの上

下流端における圧力の均等化をはかる必要があ

り，パイプ径による調整か，または定圧弁を使用

する。

① 現状では 10ha程度を散布プロックの単位

とするのが良く，これに合せて配水系統を合理的

に定めることが必要である。 1ブロックの規模が

あまり大きいと，小回りがきかず，使いにくし 1も

のになるおそれがある。

3. 今後の課題

多目的利用が盛んになるに伴って，予想される

問題点を上げると次のようである O

(1 ) 水利用の自由度

施設が高度化し，完全自動になると，水利用の

自由度は極度に制約され，協業形態の集中管理方

式が要請されるO しかし，特定の圃場に集仁判均に

多量の水を給水する必要が生ずる場合もあろう

し，また，ある圃場で防除作業中に，他の圃場で

は雑用水を欲する場合も想定される。

このような問題に対処するためには，一元的な

集中制御から多元方式に発展させ，また新たな構

想にもとづく制御システムの開発が望まれる O

(2) 使用器・資材の耐食性

高濃度の液肥，農薬によるパイプ，パルプ，計

器類の腐食の問題を解決するため，早急にその適

用条件を明らかにしなければならなし、

(3) 配管器材の開発と改良

傾斜地などにおいて，精度の高い水利用施設を

実現するためには，使用条件に合致した圧力(ま

たは流量〉調節弁，異常圧緩和装置，薬液混入装

置の開発と改良が必要であり，また，これら

を組み合せた経済的な配水組織の確立が急務

である。

(4) 栽培条件等の改善

スプリンクラーのような固定した装置が，

管理作業の主要部分を占めるためには，一方

で樹形改造とか，栽植様式の改変などの歩み

寄りが望ましく，また，肥料とか農薬の面に

おいても，質的に，またはその施用条件が新

しく生まれ変ることが必要であるO こうした

各部門の協力によって始めて，新しい技術が

生かされてくるものと考えられる。
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〔特集〕 みかん栽培の装置化 その3

スプリンクラーによる

病害虫の防除効果

静岡県柑橘試験場研究主幹

西野 J呆
スプリンクラーによるかんがい施設が，柑きつ

闘にも設置されるようになって，単にかん水のみ

では投資効果が少ないので，かん水施設を防除，

施肥などの多面的に利用して投資効果をあげると

ともに，栽培管理全体の省力化をはかろうという

考え方から， 4，..._， 5年前から神奈川，静岡，和歌

山，香川，大分などの諸県で試みられつ』ある O

l坊|徐については，従来の農薬散布の概念からみ

ると，極めて突飛な考え方であるが，現在までの

実験結果からみて幾つかの問題点は残されている

が，実用化の段階に入札|坊除手段としては一つ

の革命的技術が打ち立てられつ〉ある O

スプリンクラー防除の利点

日本のif[=[きつ園の大部分は傾斜地にあり，栽植

本数も多く， 1樹の葉数も多いため，防除の省力

化(動力化〉には多くの障害があって現在までい

ろいろな方法が試みられてきたが，周年防除が

可能な 9飛ゃく I~l句省力|坊除は確立されなかっ t::.. o
しかしスプリンクラーによる防除は，傾斜地で

も9大面積でも施設が可能で，無人的に省力的防

|徐が可能なことが最大の利点であり，農薬を全

くかぶらずに散布できるのが最大の魅力である。

たとえば，静岡県で着工した静清庵地区約

6，000haのスプリンクラー多目的利用施設は，平

均傾斜度20""""'30
0
の立地条件でp最少プロックを

20""""'30 haの集団として， 4":"' 5人で約 2時間

で 1巨|の防除ができる O また同一施設が，極々

のj決i長是作物に多面的に利)'用=1羽l目3でで、きるのも大きな利J

でで、あるO

病害虫に対する防除効果

スプリンクラーを利-用:しての病害虫の防除効果

については，すでにいくつかの成績が出されてい

るが，ここでは，静岡県清水市但沼に設置しであ

る1..4haの施設における昭和46年の防除効果を

中心に述べることにしたO

1. 4haの実験園のほ場は標高 75""""'135111，傾斜

-f〕

ホヂ 昭和47年6月1日
.込L

子

度の平均は 300
程度， ミカン樹は早生，普通温州

で樹令10..._，30年生，幼木から成木が入りまじって

いる， 11戸の農家が栽培している集団であるO

スプリンクラーの器種は，レインバードNo.30，

ヘッド圧 2.81kg/cm3，毎分吐出量 30.e，スプリ

ンクラーの配置は， 1，..._， 3プロックは14x12m，

4""""'5ブロックは18X16m， 1散水ラインは 12本

のスプリンクラーである。

農薬の注入は，中間液として，散布濃度の10倍

液に調製した液を，動力噴霧機で送水管に，水10

に対し農薬 1の制合で圧入する方式である O

この施設は，かん水，防|徐，施肥を重点に考え

て，自動制御装置も設置し，農薬の散布はワンタ

ッチ方式で， 1~1 動無人化防除施設で1.4ha の農薬

散布は 2人で 11時間程度で終了する O

実験ほ場 1.4haの病害虫の|坊|徐には，ほ場全

体から50本の調査樹を抽出し，月 2恒|ず、つ病害虫

の発生状況を調査しながら防除しているo 46年 1

月から11月までの防除の実績は第1表のとおり。

第 1表 スプリンクラーによる薬剤散布実績(静岡柑試 1972)

散 布
使用薬剤

散布 散布量
対象病害虫

月日 i農!支 10 a 

46. 
トモノールS(illJ分97%)

カイガラムシ、ダニf<Si
60 1，200 

1. 13 4.5 ブロックのみ

3. 2 トモノールSUlh分97%) 60 1，000 
カイガラムシ、ダニf<Si

1. 2. 3ブロック

5. 20 デラノ水平IJ剤(70%) 1，000 1，000 そうか病

6. 18 Mダイファ水平u刑(75%) 600 800 

ケルセン乳剤(40%) 2，000 ミカンダニ

7. 1 スプラサイド乳剤(40%) 1，500 800 
ヤノネカイガラムシ

アブラムシ類

7. 16 Mダイファ水干IJ剤(75%) 600 800 県}A(病

スマイト乳剤(55%) 1，500 ミカンハダニ

8. 19 ニッソール乳剤(25%) 1，000 750 ミカンハダニ

Mダイファ水干11剤(75%) 600 At.¥点病

ジメトエー|、乳剤(43%) 1，000 ヤノネカイカ、ラムシ

10. 8 シトラゾン乳剤(20%) 2，000 700 ミカンハダニ

7)¥ 手11 Tífr~ 買 400 

11. 12 研i 主t 子? 五iJ 100 700 

主な対象病害虫としては，黒点病，そうか病，

カイガラムシ類，ダニ類であるが，使用した農薬

のうち，ニッソール以外は，この地域で一般に使

用している農薬である O

2種あるし 1は 3種の農薬の混用については，ス

プリンクラー防除の場合は，短11寺聞に省力的にl坊



昭和47年6月1日 農 業 と ネ31・ 尚子 第三種郵便物認可 (9) 

一 一一，ーーーーーー一一 一ーーー一 一ー"一 一 一ー一一一 一ー一一ーす一 一ー一一一 一ー一一一 一

除できるから，農薬の混用は考えなくても良いと

しづ意見もあるが，同一時期に防除可能な病害虫

に対しては，施設の運営上から，また，散布団数

減少の面からも混用可能な施設が必要である O

また農薬の面からみても，スプリンクラーなる

がゆえに特別な農薬を使用するようでは，周年防

除として普遍性のある施設ではなし 1。動u貰での防

除と，同じ農薬が使用できることが必要で、ある O

農薬の散布量については， 5月までは，防除効

果の安全性から10a当り 1，000丸の散布を行った

が，後で述べる付着試験の結果から700丸で充

分量であることで散布量は700丸に減少させた。

防除効果については， 5月から10月下旬まで，

葉，果実の病害虫の発生量を定期的に調査して

いったが，病害虫の発生量の絶対値からみて，

充分な効果が得られたO

収穫期である11月19日に，果実に寄生している

病害虫の発生程度について，スプリンクラー防除

区全体から59樹，同一地域の周辺の農家のほ場

(10ほ場・ 1ほ場 5樹〉を抽出して，一般|坊除闘と，

スプリングラー防除闘を比較検討-しt::..o

病害虫の発生程度を調査した一般防除園の農薬

の散布実績は，第2表のとおりである O

10ほ場とも，黒点病に対する殺菌剤は 3巨|散布

されており， ミカンハダニに対しては 4~6 巨1 ，

ヤノネカイガラムシなどのカイガラムシには 2~

4回の散布が実施されている 0_

使用した農薬も，スプリンクラー区と大差な

く，殺llit殺虫剤の延散布Ifi]数(混用は 2ー 3回と

みる〉 もスプリンクラー区と大差がなかったO 収

穫果の病害虫の発生程度は，第 3~4 表のとおり。

第 3表 スプリンクラー区における病害虫の発生状況

(注) f.Mを単位として算出，ミカンハダニ，ヤノネカイガラはメス成虫数
(N=19) (静岡柑試 1972)

果実の商品性を低下させる最大の病害である黒

点病については， スプリンクラー区の発病度 4.0
に対・し，個人防除区は 20.8であって，殺菌剤の

種類，散布回数もほぼ同じであるが，スプリンク

ラー区は極めて防除効果が高かった。

これは，広面積にわたり，適期に防除できる

刈 こと，散布量が充分量で、あることが考えられる。

回数 これに反して，個人防除闘は，散布量が少い園

があり，散布時期が適期で、ない園もあるなど，

闘による防除効果が不揃いで，黒点病の発病度

が高い園もあって全体の効果をおとしているO

ミカンハダニについても，スプリンクラー区

は5月から11月まで， 100葉当り 2.0匹以下に

おさえられており， 11月の調査でも，個人防除

園では多発園がみられ， 100果当りの虫数も多

く，園間のふれも大きいのに対し，スプリンク

ラー区は全体が極めて低密度であったO

ヤノネカイガラムシは全体に発生が少なかっ

たため，防除効果の判定はできないが，スプリ

ンクラー区内の 1部の園に発生していたが，果

実への被害は少なかったO

以上の結果からみて，スプリンクラーだけの

周年防除で，防除集団内には，樹の大小，早

生，普通，密植，粗柚，傾斜度の差異など，効

果を変動させる多数の要因が含まれているが，

防除効果は，園聞による差がなく，どの園から

も極めて均質化された果実が収穫され，防除効

第 2表 動力噴霧機による個人防除園の薬剤散布の実績

11 場 実散布 黒点病

No. 回数 回数 薬剤名

対照区
7 3 ダイセンX3

6 
3 夕、イホルタン

Fイ77-X2

3 1 6 1 3 1:7イ77'-X3

4 I 5 I 3 1:7イホlレタン
ジマンダイセン

5l6!3  
ジマンダイセン

3 1:7イ77'一X3

7 1 5 1 3 グイ77ーX3

8 1 6 1 3 ダイ77'-X3

9 1 6 1 3 1ダイ77'-X3

ダイヒンX2
10 1 6 1 3 1 ジマンYイヒン

カI ンハダニ ヤノネ
回数T玄五五|回数| 薬剤名

4 1
7ンンj曲、ネオキヅピラン 7シン泊

112 ケルセンX2 ジメトエート
4 1 ごンj由、パンマイト 7シンj由、.スプラサ 112 

ケjレセン、ネオサッピラン イド、ジメトエート
7シン油、スマイト、 7

5 1クリシッド、ケ川ン、 1 17シン池 110 

アゾマイト
4 17シン油、 7Jリシ yド 2 1 マシンi由

ジメトエー1. 1
11 

21 マシン油
ジメトエート 113 
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アゾ7イ卜 ジメトエート
マシンiHI、ス7イト、アマシンi曲、エル

5 1クリシッド、十ルセン 1 4 1サン、アッパ一、 112

アゾ7イト 、 ジメトエート
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7シン油、ス7イト、ア 17シン油、
6 1 Jリシッド、ケルセン、 1 3 1エルサン、 113 

モレスタン、アゾマイトジメトエート
マシンj由、ス7イト、パ 17シン油、アッ5 1 .~. '.  1 

ン7イト、アゾマイト 1 4 1パ一、 EPN、114

ジメトエート

※ 石灰硫黄合剤，水和硫黄， NAA等を合む(静岡紺試 1972)
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昭和47年6月1日

第 4表 慣行個人防除区における病害虫の発生状況
(静岡柑試 1972)

業 と

黒 占 病 ミカンハダニ ヤノネカイ力、ラムシ

ほ場 No.
100果当り発病度 発病呆$ 寄生来率 100呆当り 寄生よ!i:1fi

1 19.9 84.4 6.8 2.0 。 。
2 10.1 61.2 36.8 11. 2 。 。
3 3.4 ー20.8 。 。 。 。
4 23.8 76.8 2.0 0.4 。 。
5 17.8 58.0 19.6 9.2 。 。
6 10.7 44.4 0.8 0.4 。 。
7 67.7 99.2 46.0 9.6 4.4 1.2 

8 21.0 67.6 122.0 37.6 0.8 0.4 

9 26.7 69.2 12.4 4.8 。 。
10 7.1 39.6 42.4 16.0 。 。

平均値 20.8 62.1 28.9 9.1 0.5 0.2 

標準偏差 18.6 25.2 45.5 12.9 3.2 0.9 

最 大 83.4 100 216 54 22 6 
取Eヨ 少 2.6 14 。 。 。 。

科
A担，

子

今後の問題点

病害虫の面からは，害虫では，禁裏のみに

寄生する極もあり，枝，幹に多く寄生する害

虫もあるので，農薬の到達性，莱裏にも付着

する散布方法，ヘッドの改良開発が必要であ

る。

農薬使用の面からは，定流量弁，定圧弁，

電磁弁，バルブ類など，農薬に対する耐薬

性，耐酸性があり，精度の高いものが必要で

ある。

施設が大規模になれば，農薬を散布するの

であるから，あらゆる面で安全性の高いもの

にすることが最も必要なことである。

現状は，水を散く施設に農薬を通している

のであるが，この面の改良が最も大切であ

果は，動I噴による個人防除集団より高い結果

(注〉 平均値以下の数は，樹を単位にして算出してある (N=50) る。

各供試樹における薬液付着量とその変動(静岡柑試 1972)

外1HI]業表

が得られたO

農薬の付着量について 8 

スプリンクラ一散布によって，農薬が葉に

どの程度付着するかについて，前記施設のー 6 

部を利用した実験結果は右図のとおりであ 薬 4

る。液
付・ 9 

10 a当りの散布量を1，100丸， 800丸， 540丸 北 L
ノhl

(実散布量〉 の聞には明瞭な付着量の差異は 畳

認められなし 1。ライザ一間隔 18x16m，14X

12m， との聞にも差は認められなし、。樹の外

側の葉表と内部の葉表でも，付着量に大きな

差はなし 10 葉表では，動噴による付着量が多

L吋頃向にある O

スプリンクラー区の葉表は， 1 cm2当り

1. 3，_，_，2.1 mg，葉裏では O.3，_，_，0. 5 mgである

のに，動噴区は葉表1.1mg，葉裏1.2mg 

で，スプリンクラーは葉裏への付着は，動噴

に比べてあきらかに劣るO

農薬の付着量は，農薬の物理性，樹の状態

スプリングラーの器種，傾斜度，散布粒子の

大小など多くの要因があるが，前記の防除効

果にも示したように，実用的な防除効果とし

ては，右図に示した程度の付着量で防除効果

は充分得られているO

10 
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〔特集〕 みかん栽培の装置化 その4

スプリンクラー施肥の

問題点について

静岡県相橘試験場長

中間和光

スプリンクラーによる施肥効果としづ題名で…

ということであるが，まだそこまでの自信がない

ので，諸問題ということでお許し願いたL、。スプ

リンクラー施肥については幾つかの問題が山積し

ているので，その問題点と研究方向について述べ

てみたし、。

1. 施肥濃度の問題

スプリンクラー施肥は濃度障害防止のため，

多量の水と時間を要し，これが実用上の|溢路(あ

し、ろ〉になっているので，施用時期と濃度の問題

は，最初に解決しなければならない点であるO そ

れで，和歌山県果樹園芸試験場をはじめ各地で試

験が行われている O

もつか，成績の出ているのは 9市販液肥の稀釈限

界と施用時期としづ角度のもので，おおよその施

用窒素濃度は 500ppmということになっている。

障害の出る濃度限界は各イオン間に差があろう

し，また全イオン濃度も問題になろうが，ここで

は単純化するため最初に，イオン濃度と濃度障害

とは相関が高いと¥¥う前提で考えてみたL、。

ミカンの年間施肥量を第 1表のように仮定し，

その量を分子量で除した値がイオン濃度比になる

とすると，次のようになるO

第 1表 温州ミカンの施肥量とイオン濃度比

要素名 イオン濃度比(A/B)

年 2.14
キ0.28

キ0.45

N 

P20s 

K20 

すなわち燐酸，加里は施用量が少ないし，分子

量は比較的多いので，イオン濃度比は小さくな

り，濃度障害に対する影響度は少なくなることが

判る。これはまた，窒素肥料を非イオン化するこ

とができれば，水と時間の経済に結びつくことを

示していることになる。

と 不1. 第三種郵便物認可 (11) ~ 
f 
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次に全イオン濃度をできるだけ低くするために

は，三要素以外の爽雑イオンをできる限り含まな

いことが必要となるO

この 2点を考えると，燐加，燐安，硝加，硝

安，尿素等の資材の組合せになるが，燐加は高価

に過ぎ，尿素については検討の余地があるので，

もつか，燐安，硝加，硝安の組合せで液肥の素材

を構成することにしてみた。燐安，硝加について

は，純度も高く， しかも安価右ものが生産される

ことを期待したし 10

またこの種単体の組合せということでなく，硝

酸で燐鉱石を分解している工場などでは，製造工

程の若干の改変により，成品化がで、きるものと考

えている。

さて話が若干もどるが，消費水量と時間との関

係について考えてみたし、

スプリンクラーによる農薬の散布量は 700.e/ 
10 aで，年 6回くらいであるから，実際のスプリ

ングラ一回転時間は第2表のように 3'"'-'4分で問

題はないが，残液量，残液処理法，公害防止方法

などが，今後の大きな問題点として残っている O

これに対し施肥の場合は消費水量が多く，その

ため所要時間が長く，国場は過湿化の方向に向う

ので，品質には負の影響が出やすく，また水源造

成のための経費が本施設の大半を占めるので，全

国的にみても，本県のように降雨量の多い地域に

のみ，スプリングラー施設が可能となるという皮

肉な現象がある。

このことは，従来液肥の形の方が吸収されやす

いと云われたが，実験を進めてみると，むしろ溶

脱の心配が起きてきたO

第 2表作業別所要水量，時間

作業名

農薬散布

施 Jl巴

j
 

品
川
市
巾

'
凋
什
』 考

第 2表に見るように，施肥を 1週間 (25ha)で終

らせようとするなら， 2，500tonx好xu宇44.6ton

/hajhrすなわち 4.5mmの降雨強度の設計をし

なければならないし，この場合は農薬散布は半日

で終ることとなる。

施肥または潅水の好ましくない時期， 12月 '"'-'2

月と 9'"'-'11月を除外し，農薬散布とのインターパ
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ルを考慮、し，風，雨による散布不可能な日を計算

に入れると，上記の設計でも稼動率は相当高いも

のとなる。

これらの壁を打破するためには，さきほどの使

用濃度の上昇のための研究が，大切になるわけで

ある。

施肥後水洗して濃度障害を回避する方法も考え

られているが，水， n者間の経済からはたいした意

味がなし」

将来の問題として，関係者に研究開発していた

だきたいものは，水溶性土壌改良剤で，それがイ

オン吸着能またはキレート効果のあるものにした

いということである。また第2点は敷ワラ，敷草

のあるミカン闘に散布するのであるから，硝酸還

元防止剤の混用も研究していただきたいというこ

とである。

スプリンクラー用肥料の形態，性質

今後の畑地濯蹴の事業規模を考えると，水源の

関係から数千 haとしづ大規模のものか，或は数

十aという小単位のものに集約され，中間規模の

ものはなくなるのではないかと思う。

静岡県内の計画では静清庵 7，500ha，牧之原

5，000 ha，浜名湖北部 2，500haとなっている。

資材の輸送，貯蔵面から静清庵の場合を考える

と，仮に 1回の窒素施肥量 5kg/10aを供給する

場合には，成分換算 375tonで，市販液肥窒素10

Mのもので、は3，750tonとなる。

これは輸送面だけでなく，貯蔵上にも問題が生

ずる O これを解消するためには，粉末液肥の形態

が当然望まれることになる。

然しこのような肥料は恐らくは硝酸，尿素態の

ものを含むもので，吸湿回結問題，溶解の際の吸

熱による液温低下対策を考えねばならなし、。

回結防止についてはコーテング法の研究になろ

うし，液温低下については，施設設計上に 5'"'-'10 

倍液混合槽をつくれば問題はなし、。

スプリンクラー施肥には大量の水が必要なので

河川水，ダムの施設の利用をしなければならない

が， これら水源の最も水温のイ応、春肥(3月上旬〉

|時の水温と溶解による温度降下を計算し，混合槽

の大きさを設計すればよし '0

混合槽を使用することについて，稀釈装置に比

べ科学的スマートさに欠けるように思われ勝ちで

あるが，静清庵の例のように， 5 tonの10倍液混

合槽で肥料を溶かす場合で， 5mmの降強度の設

計で， 窒素施用量 5kgと想定すると， 混合槽に

は50kgの窒素を溶かし， 11時間で消費する計算

になる。

硝安，燐安，硝加を使用した粉末液肥を考える

と，この場合の液温低下は 30C 前後になるO す

なわち， 2槽の混合槽を用意すれば，計量された

肥料の投入，溶解は機械室にいる管理者の片手間

にできるもので，何等わずらわしいものとはなら

ない。

スプリンクラー施設にはポンプ，各種の弁，ヘ

ッド等金属部分が多く，化学的，物理的腐蝕に弱

いものが多L、。

従って肥料の溶解液は，=[こI性で，硬度の高い沈澱

物，疎水性の物質の混入しないことが望まい、

然しこれらの物質の混入度がどのくらいまで許容

され，企業的採算に合うかは，まだ見当がついて

し1なし可。

その他の問題点

施設賀'は水源如何によるが， 20万円/10aは下

ることはまず無いので，多目的に利用しなければ

ならないし，使用資材量，資材費が高価になり過

ぎては省力のメリットも少なくなるO

省力化，農薬中毒の不安がないこと，重労働か

らの開放等各種の利点があるが，年間労力の最も

大きな部分を占める採集には無力であるし，羽1:

転，土壌改良も将来の問題であろう。

また管理，運営面から考えると，極く少数の専

門家が， ミカン園に張りめぐらされたノミイプライ

ンの保守，点検，それと各種機械の運転に働くこ

とになり，年間の労働分布，各個人間の労働較差

は従来より大きくなろう。これによる農村社会に

及ぼす二次的影響も大きなものであろう。

またこの高価な施設が十分機能を発揮するため

には， ，'fil，質系統の統一，樹形，樹令の画一化，防

風施設の適正配置なども必要になろう。

パイプラインの維持，管理，補修を直ちに行え

るようにするための農道の整備なども，基本構想

の中に組入れておかねばなるまし、
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鹿島砂丘すいかの

平均糖度 11は太鼓判

車窓からの展望も

捨てがたい水郷風景

アフリカ原産のすいかが中国を経て鹿児島や長崎に伝

来したのは1，579 ，_， 1， 645年の頃だというから，ずいぶ

ん古い話である。すいかと云えばそれ以外には考えられ

なかった"大和〈やまと〉すいか"は，このアフリカか

ら伝来の電電黒皮すいか"と，明治末期に米国から導入さ

れた吹アイスクリーム種"の自然交雑から選抜改良され

たもので，これを機縁として品種改良が急速に進められ

たとある。

品種改良は当然に新しい栽培技術の確立を促進させ，

麦ワラで防霜し， 4月中下旬に播種する直播栽培法か

ら，保温紙やビニールテントを用いるようになって，播

種期はさらに早まったO

しかし，すし川、の産地が今日のように半恒久化するに

至った最大の原因が，接木栽培法の導入にあることをわ

れわれは見逃してはならな~'0すなわち，昭和27年頃か

ら導入された吠ゅうがお"を台木とする接木栽培法は，

本来，すいかの連作障害だと云われる“つる割れ病"を

回避するためであったというiが，これの成功は，畑地帯

すいか産地における輪作年限の短縮とともに，接木自体

の増収効果をもたらじたO

接木はその後，ゅうがおばかりでなく，かんぴ主う，

かぼちゃなど，それぞれの産地独自の方法として広範に

普及するにつれ，すいかの出荷期が早くなり，やがてお

馴染みの

れ，さらに普通すいかのトンネル早熟栽培，ビニールハ

ウス栽培へと展開したと云われている。

ことしも，すいかがおいしくなる季節がやってきたO

庖頭には 5月上旬に，よく締った小玉すいかが顔をのぞ

かせていたが，“もうこれ以上は太ろうにも太れません"

と云わんばかりにマルマルしたすいかの形容は，いつ見

ても愛婿があり，夏の風物詩でもあるO

すいかと云えばこれまでに，北は青森県浪聞のすい

か，西では徳島県土柱のすいか，滋賀県大中の湖のすい

かの現場を訪れているが，浪岡は山間部の畑地造成であ

り，土柱すいかは市場町を中心とする吉野川沿いの段:圧

に開らけたもの，また大中の湖のすし‘1かは，子釘地水田

河見泰成

の転換経営であるなど，各産地の態械はそれぞれに興味

があって，時どき訪問したときの記憶が浮んで来たりす

るが，つい目と鼻の先(さき〉にありながら，全国屈指

の大産地茨城県・鹿島の収砂正すいか"については， 1昨

年ピーマン取材で現地を訪れた折伏再来"をうながされ

ながら，そのままになっていたO

折も折， 5月上旬の或日のテレビの吹トピックス"で

鹿島すいかの初出荷模様が，しかも吹ことしは出来もよ

くて・・・。" のサブタイトノレまでついて放映されたO そこ

でさっそく担当の光吉さんを通じて現地へ連絡をお願い

して， 5月17日の朝，両国駅から吹水郷号"に乗車し鹿

島神宮線照鹿島駅"へ向ったO

千葉!択を出て佐倉，成田を過ぎ佐原を出て間もなく利

根川を渡り，十二橋，潮来 C~ ，たこ〉あたりに来ると，

あたりのの眺めはどことなく対岸の千葉県側のそれとは

やや違う。いわゆる収水郷地帯"だが，小舟で真菰(ま

こも〉の聞を行くのも一興(し、っきょう〉だろうが，車

窓から見おろす水郷風景もまた捨てがた~'0 
鹿島砂正すし、かの

平均糖度 110

は太鼓判

予定より約30分遅れて鹿島駅に到着。さっそく光吉さ

んの車で神栖地区農業改良普及所へ向う。車窓からの印

象で気がついたことが一つある。それは，街道ぞいの様

子が 3年前に比べ，だいぶ落付が見えるということだ、。

車で12， 3分行ったあたり，波崎町へ抜ける道常右へ

はずれたところに，見覚えの普及所が見えた。

制ゃあどうも暫らくで・一。今日は生憎と，すいかの共

審会がありやして，担当の者が波1"奇へ行ったり，ちょう

ど他の者も出払っておりやすんで…。充分お話が申上げ

られんかも知れませんが一。と，恰幅(かっぷく〉のい

~ ，次長の中茎俊雄さんの大きな戸が事務所いっぱいに

響く。そして， 収では波1"奇へ行きますか?"と筆者の意

向を訊く光吉さんに中茎さんは吠波崎さ行っても 1カ所

でねえ，あっちこっちに分れてるで-。農協す行っても

判るめえヨ。"と戸をかけたO

吠この辺のすいかは「鹿島砂丘すい iかj と申しまし

て， 45年度88.1町，昨年は 100町歩栽培されておりま

す。本年は若干これより増えると思川やす。平均 1戸当
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りの栽培面積・ーね。ょうー田口君よ。"と中茎さんは留守

居役で居合せた田口淑英さんに戸をかけたo

"平均 1戸当り30aだそうです。収量は 4""6トンが

標準というところoすいかの生命とも云うべき糖度は平

均 110

。この点は太鼓判を捺しますよ。"と，本当に太鼓

判を捺すように中茎さんの口調に熱がこもるo

"CDU化成をすいか栽培になぜ導入したか?それは

有機質のもんを使わねえでも立派にとれると判ったから

です。ええ，そのためにはもちろん特産指導所で施肥試

験をやって， CDU化成で立派に成績を上げられると判

つたからでd
す。それ以 予

後，この辺

はすいかに

しろ，メロ

ンにしろ，

ピーマンに

しろ，いず

れも CDU

化成を使っ
すいかを前に中茎さんと田口さん

ておりやす。"

中茎さんが説明した施肥試験の概要は大体次のとおり

て*ある。

①施肥量(現物量)1 a当り kg標準量

.有機質主体慣行施用法

油粕に，骨粉4，鶏糞 8，尿素燐加安 5，燐硝安加里

1.5，尿素 1，ょうりん 2，重焼燐 1，塩化加里 30

.CDU全層施用法

<参考>

※床土づくり (5""7月)...・排水がよく，通気性に富

むようにつくるo

・前年度の踏込み材料 2.4m2当り苦土重焼燐 15kgを

施し，雨に当てぬよう堆積しておく。

・使用 1カ月前に嬬じようしてお く。

※本圃の土壌消毒 (11""12月〉一-・耕起後，ハウス内に

トンネルをかけて煉じょっし，処理20日後に耕起しガス

を抜く。

※育苗準備(1月上旬〉一-・育苗資材はホルマ リン100倍

液をジョウロで散布し， 2"" 3日ぜニールで覆ってお

く。

・育苗ハウスのビニール張替，洗浄を行う。

※種子〈台木・穂木〉消毒(1月上旬・略〉

※播種(1月上旬〉…・トロ箱の底をすか し，ワラを敷

き，排水をはかり播種する。

・播種したカンピョウは発芽後2日目に 9x9cmに移

と ゴ
T

3
b
q
 

~ 
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C DU17，ょうりん 1，塩化加里 0.9

• CDU'慣行施用法

C D U14，尿素 しようりん3.1，塩化加里1.5

②施用法

・有機主体慣行施用法， CDU主体慣行施用法

.CDU全層施用法

③耕種法(概要〉

穂木〈すいか〉播種2月21日，台木(かんぴょう〉播

種 3月1日，接木3月10日，定植4月25日，栽植距離

2. 7m x O. 9m (lOa当り360株)， ポリマルチ 4月........5月

(6月以降敷ワラ)，整枝法:子づる 3本仕立，ビニール

トンネル被覆(定植時""6月20日)，線虫防除:3月15日

(殺線虫剤 D-D処理)，元肥施用:3月27日，交配 :

5月20""27日，収穫:6月27日""7月25日。

H農業後継者の問題と，これから農業を継続するのか

しないのか・・・は，この辺でもだいぶ問題のあるところで

して，鹿島地区開発計画の進行に伴う動態調査のほか，

ことしからは普及所でこれらの点を調査することになり

やしたが，ついこの少し上の方に名雪佳さんとしづ生産

農家がおりやすが，ここでは名雪賢ーさんてしづ後継者

に恵まれましてな，すいかその他を合計して 1町余の経

営に打込んでおりやす。ご案内しましょう J

と，中茎さんの先導で，筆者と光吉さんは車で県道ぞ

L、を 3分ほどの距離にある名雪さんのお宅を訪問した。

"ああ，ち ょうど出荷してますわ・一。"と中茎さんの戸

で車がとまる。見ると，周囲に「鹿島砂正温室西瓜」

「息栖原組合」と印刷された 20kg入りの段ボール画を

積載した中小型トラックが門を出るところであった。

植する。スイカはカンピョウを移植する時に播く。

・急性イチョウ病の出る場合は，カボチャ台木とす

る。(品種撰択には注意〉

・播種後新聞紙でマルチする。

※接木移植(1月中旬)...・カンピョウ台木は(本葉

0.5枚)，スイカは播種後 7""10日にさし接ぎする。

・接木は暖かいハウス内で千戸、直ちに移植する。

※接木後の管理(1月中旬)••• .床温 25""280Cにし，

密閉し，コモをかける 0

・2日目頃から穂、がしおれない程度に，朝夕 2""3時

間日光に当てる O 以後しおれ具合をみて徐々に時間を長

くし活着を促す。

・換気も床内湿度に応じ徐々に行い， 5........ 6日目頃か

ら普通の管理にもどす。

※かん水その他(1月下旬)...・かん水は午前中に行

い，夕方はやらなし、。

・接木による密閉期間に病害が出やすいので，薬剤を



を入って左手が名雪さ んの住宅。また右手から中庭の中

央部は大小さまざまなすいが並んでいる置物兼作業場。

そして中庭には後の車に積込むのであろう-ひと山の段

ボール画が積上げてある。(子息さんの賢ーさ んが，軽

く会釈〈えしゃく〉した。〉

"光吉さん現場を見せて貫うぺえ--。"中茎さんに促が

されて， われわれは中庭の奥にある現場へo 73 a (100 

坪〉のビニールハウスが， 一体幾つ建って い るのだろ

う。などと考えていると，

"こんなかにや約300個のすいかがある。"と，中茎さん

の戸が響く。当の名雪さんは黙って笑っている。

別掲の写真は現場を引上げるとき撮ったものだが，ハ

ウスは総棟数31棟，すいかは70aという から，21棟にな

る訳で，残り 10棟はピーマン，なすである。性〈さが〉

のいやしい都会人は，さっそく経営の年間収支を憶測し

てみては，タメ息、が出たりする。

C D U化成って肥料は

"時代向きの肥料吹だわ

"そうだ i 感
なあ ..。 昨

年はちょう

ど花芽どき

の凍え込み

で，まずか

ったけつど

も，今年は

お蔭さま・で

陽気もまず
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印

出荷に忙しい。(左手前は賢ーさん，奥の右
側は名雪さん。〉

"し刊、あんべえだねえ，忙しいと こ悪りいけんど，東

京から CDU肥料のことでわざわざ見えられたで，お連

れしやした。名雪さ ん…。"

こう云いながら入る中茎さんの後に筆者らも続 く。 門

-定植前15"'20

※畦立 (2月上旬，略〉

※鉢上，摘芯その他 (2月中~下旬〉・

日頃に 12cmポリ 鉢lこ鉢取りする。

・本葉 4"'5枚残し， できるだけ早目に摘芯する。

・定植前 7"'10日頃に鉢をずら し，温度は14'"'-'150 C 

くらいにし定植にそなえる。

※定植準備・定植 (3月上旬)...・定植 2"'3日前にか

ん水し，ポリマルチを行し、地温を上げておく。

・植付は晴天の午後3時頃までに終え，2重 トンネル

で保温する。(活着には夜間の地温最低 150 C以上が必

要であるo ) 

30cm (2本仕立)10a当り 1. 480本植

45cm (3本仕立)10a当り 888本植

6uCm (4本仕立)10a当り 740本植

根を土に密着させるため，株元に少量かん水する。

※保温・換起 (3月中旬)...・気温は昼間 25"'280

C と

し， 30
0 

C以上に しないよ う換気する。

散布するo

・活着後は床温一昼間 250C前後，夜間 160 C前後に

管理する。

※本圃施肥 (2月上旬〉一・定植20'"'-'30日前に終了す

るO 石灰を全面に散布し pH6.5にする。

・施肥時に薬剤を散布して，タネパエ(ウ ジ〉の発生

を防除する。

<施肥基準> 10a当り kg

肥 料 口肥 待 肥
肥料 名

成分 量
元肥

(根付肥) 2 (追肥)

堆 肥 500 500 500 

油 粕 5 2.5 1.5 40 20 20 

鶏 糞 3 2.5 1.5 40 30 30 

CDU化成 15 15 15 20 20 20 

燐硝安加里 15 15 12 10 

塩化加里 60 20 10 10 

苦土重焼燐 35 全 面 散 布

苦土石灰 150-200 " 
備考:N 20 kg， P20S 26 kg， K20 25 Kg 
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まず，昨年より悪りいこたあなかっぺ?初出荷は 5月10 うべきではないだろうか?

日，まあ順調というとこだっ ぺ。"

と，名雪さんの頬(ほお)Iこ一瞬笑いが浮かんだ。こ 帰えりぎわ名雪さん

の日の爽快な空のように一-。 に頂載した H小玉すい

そして， 燃すいか用肥料と してCDU化成 555を，ど か"の後日談をこ'披露

うお考えて'すか?"としづ 質問に対して名雪さ んはキッ しておこう 。

パリ次のように云いきったO 持ち帰った翌日の午

町、し、な，とてもいい肥料だな ー・。おらは・・，42年か 後，家内中でその"小

ら使いはじめてから，この肥料一方だわなあ・・・。おみや 玉すいか"を割ったの

げに 1個差上げっから， CDUで作ったすいかが，どん だそうだ。実家に来て

なにうめえか，試してみて下せえ--。" いた娘と孫 (3才の女

"第一，この肥料は，やり過ぎても失敗する心配が無 子〉に食べさせたいと

え…，安心してやれる ってえ訳だっぺえ。それに，この しづ老妻の親心。 ハウスの前で(左は名雪さん・

頃のように手不足になっち h 本当のところ，肥料を呉 そのとき，自分の母 右は光吉さん〉

れるのにそうそう手間ひま掛けてる訳にいかな くなった 親たちのすいかの食べっ振りを眺めていた孫が云 ったそ

ょ。その点から云って，この肥料は"時代向きの肥料" うである O

ってえことになつかな?" 代ママ，ママはどうして白いとこまで食べないの?こ

"すいか 司戸 司 町一 のすいか，と ってもおいしいんだもん，白いとこまで食

栽培で何が』畠」 ぺちゃったo ./" 

一番むずか

しいって?

そフ訊かれ

ても，いち

げいに云う

訳にい功、
掴圃圃園田開珊曹常曲'雫そ2

ねえよ。そ 31棟のハウス群

れにしても，昔とちがって，肥料に気を使わねえだけで

もずい分と気が楽ってえもんだよ，記者さん-。

CDU化成の特性を浮彫りにし，云い得て誠に妙と云

げ・夜間は最低 10
0C以上に保温につとめる。

※整枝，側芽かき，敷ワラ (3月中旬)."・仕立本数に

応じ，よく揃った子づるを伸し，他を早目につむO

・側芽は早目に除く， (着果後は残し，葉数を確保す

る。〉

・つるが伸びるに従って 2""""3回に分け敷ワラする。

※つるくばり (3月下旬〉・・・二重 トンネル内で開花，

着果をはかるため，つるを引き，つるの配置を行う D

※人工掻粉，かん水，換気 (4月上旬〉 一 ・.13，......，15節を

目標に，午前 8""""10時頃に授粉を行う 。(小玉は 6""""7節

からつけるo ) 

草勢がよすぎる場合は，目標位置に着果しに くいの

で，元成りを着けて着果を安定させる。

・開花期は 着果を安定させるため，かん水は控え目

とする。

るかも知れず，場合によ っては相当の冷害をも予想

せねばなるまいと云われております。

6月号をお送り致しますo (K生〉
内角島内角夕、~培、9場、9培、少、多国輔、~可""""培、9輔、4培、多

-温度は 25""""28
0

C を保つようにする。

※摘果，しるし立て，玉なおし (4月中~下旬〉 ・着

果が確実にな ったら目標個数を残し，摘果するo

・5cmくらいに玉が肥大したら着果時期を明示する 0

.野球のポール大にな ったら敷ワラの上に正座させ変

形を防ぐ。

※かん水，病虫害防除 (4月中~下旬〉 ・ ・玉の肥大時

には土壌水分の状況に応じて行う。 (乾湿の差が大きい

と裂果や変形するので，土壌水分を一定にするようにす

る。〉

・病害が出やすいから，薬剤散布を重点的に行う。

※玉返し，収穫 (5月上~中旬〉 ・収穫10日前から玉を

横にし，尻まわりの部分を色づけするo

・収穫は大型種交配後 40"'45日

" 小型種 " 35.........~0 日


